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1981 明記 但 漢字 新漢字 改であり そのペ ジを した し は に めた（ ） 、 。。 、 。ー 旧

3) 1992 261岩田光子 片腕 作品 式 川端康成 後姿 白 書房の への ゆまに（ ）「『 』 」、『 ─ ─』 、ｐ様 独
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5) 1969 325河村政敏 片腕 試論 近代文 究 書川端康成 究 八木書店（ ）「『 』 」、『 』、 、ｐ学研 双 研
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根源回 死 世界 掘 下しても としての の まで り げることができる、 。帰



、 、

。 。

、 。

、 。 、 、

、 、 、

、 。

、 。

、 、 、

。

。 、 。

。 。

、 。 、

、 。

、 、

。 。 、

、 、 、

、 、 、

。

、

。 、 。

、 。

、 。

、 、 。

、 。 、

。

。



。 、

、 。 、 。

。 、 。

。 。

、 。 。

。 、 、

、 。 、 。

、 、 。

。

、 、

、 、 。

。 、

、 。

、

。

。

、 、 、

。

。

。 。

。 。

。 、

、 。 。

。

、 。

、 、 。

。 、 。

、

、 。

。 、

。 、



。

、 。

、 、

。 。 、

、 。

。 、

、 。

、 。

、 。 、

、 、 。

、 。

、

。 、 、 、 、 、

。 、 。 、

、 、 、 、 。

、 。 、

、 、

。 、

。

、 、 、

。

、 。

、 、

、 、

。

、 。

、 、 、

。 、

。

10) 1969 324河村政敏 片腕 試論 近代文 究 書川端康成 究 八木書店（ 、「『 』 」、『 』、 、ｐ ─学研 双 研
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1981古賀春江 共感 述 小林一朗 片腕 論 究叢書 魔界 彷への を べているし の、 （ 、「『 』 」、『 ９研
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11) 1925川端 年 月 感情 離 感 感 感情 得 思 色は と れた と なき とを し る と ふのは のない１ 「「 。」 、覚 覚 経験

形 形 色 思 如 誤 新進作家 新傾向解 文芸時代と のない があると ふが き りなのである の。」（「 」『 』）説

書と いている。

12) (2002 33拙稿 川端文 音 雪 中心 日本 中央大 大 院年報 第の を む を に）「 〈 〉 ─『 』 ─」 『 』学 読 国 学 学

号

13) 2002 19拙稿 考 感 世界 中心 川端文 視界 川端文 究たんぽぽ の を に への（ ）「『 』 ─ ─」『 』 、覚 学 学研

銀 鈴社の、会

14) 1983 2 34大久保喬木 後期川端康成作品 二相 片腕 東京女子大 紀要第 卷の（ ）「 （ ）「 」」、『 』、学

82東京女子大 、ｐ学
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15) 1964作品 母胎回 捉 進藤純孝 母胎希求序 川端康成論この を として えているのは、 （ ）、「 ─帰 説

6 1999文 界 月 福田淳子 片腕 論 母胎回 幻想 物語の として（Ⅰ）─」、『 』、 、 （ ）、「『 』 ─学 号 帰

川端文 世界 深化 勉誠出版の その などがある─」、『 ３ 』、 。学

16) 1981 249鶴田欣也 片腕 川端康成 芸術 純 救 明治書院の と（ ）、「『 』」、『 ─ ─』、 、ｐ粋 済

17) 1999福田淳子 片腕 論 母胎回 幻想 物語 川端文 世界 深の として の その（ ）、「『 』 ─ ─」、『 ３帰 学

214化 勉誠出版』、 、ｐ
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18) 新進作家 新傾向解 書 新感 派 理論 表明 川端 後 文芸時代の を いて の を した は その に「 」 、 『 』 『説 覚 青

1925海 海 表 作品 川端 新感 派理論 具現 重要 意い い を する この は においても の という な』（ ） 。黒 発 覚

1999味 持 作品 原善 海 海 万物 照 統合 世界を っている である い い の なき。 （ 、「『 』─ ／ ─」、青 黒 応

27-50 1989川端康成 遠近法 大修館書店 初出 作新 文 作品 新感その はこの を『 』、 、ｐ 、 、 、『 』）国

派理論 捉の として えている。覚 実践
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